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1 目的 

 本報告の目的は、J．バトラーが言うところの「語る身体」という概念の意味を明らかにし、これ

と、「客体としての身体」ならびに「身体について語る主体」に関するバトラー自身の構想（以下、

「物質化の構想」と呼ぶ）との関係を体系的に示すことである。 

 

2  背景 

物質化の構想（『問題＝物質となる身体』）では、言説‐権力（M．フーコー）との関係において、

語る主体と語られる対象としての身体が生成する様態が論じられた。他方、『触発する言葉』では、

既存の言説体制に介入する「語る身体」が言及されるようになる。そこでは、身体が言葉という形で

到来する規範に対して抗い自らを表現する様を論じるべく、S．フェルマンの身体論が援用されてい

る。他方、近年は、言葉に介されるのに先立って自他を知覚し己の理解を表現するという身体の在り

方を指摘するために、M．メルロ＝ポンティのそれが引き合いに出されるようになってきている。た

だ、それらの各々の身体論を構成する諸概念の関係づけは断片的な水準にとどまっている。 

 

3 方法 

 そこで、本報告では、まずは、上記の複数の身体論に立ち戻り、それらの枢要な概念を比較・検討

し、「身体」が「語る」ということの意味を抽出する。この結果に照らしつつ、バトラーが述べる「語

る身体」概念の理論的意義を検討する。その上で、この概念が、バトラーの物質化の構想において占

める位置を論定する。 

 

4 結果 

 以上から、語る主体に対して、あるいはその内にあって、身体が、客体以上の何ものかとして現れ

うる様、ひいては、身体がそのうちで生きている社会的・物質的環境に対して何らかの作用を及ぼし

うる様が、理論的に明らかにされる。 
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